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はじめに 

 

 モータリゼーションの進展に伴い、1980年代中頃には

観光においても自動車利用が鉄道利用を上回るようにな

ったが、鉄道が観光振興に果たす役割には今も大きなも

のがある。本稿では長浜観光における鉄道及び駅の役割

について述べるが、あくまでも著者達の私見であり、長

浜市の見解ではないことをはじめにおことわりしておく。 

 

１．長浜観光発展のきっかけを作った北陸線直流化 

 

 日経経済研究所が行った都市観光地魅力度調査1)によ

れば、長浜は人口10万人以下の都市の中では、高山に次

ぐ高い評価を受けている。これは、株式会社黒壁（３セ

ク会社、民間８社及び長浜市出資により発足）による

「中心市街地活性化で観光客を集めてきた長浜が、 
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東京の原宿、青山などと並ぶ32位に入っているのが目を

引く2)」ためであるが、ＪＲ北陸線の直流化効果も見過

ごすことはできない。 

 株式会社黒壁の設立は、「黒壁銀行」として親しまれ

てきた旧百三十銀行長浜支店の建物保存運動がきっかけ

である。商業者から「商店街活性化の拠点として使用し

たい」という声があったこと、教育委員会も保存に熱心

であったことから、1988年４月に株式会社黒壁が設立さ

れた。建物を保存していくための事業としてガラス小売

事業が決定され、翌1989年より黒壁ガラス館の営業が始

まった。 

幸い黒壁の来街者数は順調に増加していったが、大

きなインパクトを与えたのが1991年９月のＪＲ北陸線の

長浜までの直流化であった。京阪神方面から長浜に行く

場合、従来は米原で北陸線に乗り換えねばならなかった

が、乗り換えなしで大阪から90分で行けるようになり、

日帰り圏域が拡大したためである。黒壁来街者数は、初

年度の10万人から、91年度には35万人、翌92年度には50

万人に達した（図 1.1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 黒壁来街者数の推移 

（出典）㈱黒壁「会社概要」より作成 

http://www.kurokabe.co.jp/main05_aboutus/index.html 

 

■ 観光の「安近短」化も長浜観光には追い風 

 長浜の観光客数が順調に増加してきた要因の一つとし

て観光の「安近短（安い費用で，近くの観光地に，短い

日程で旅行する旅行形態）」化があげられる。97年の

金融不安を契機にわが国はデフレ不況に突入し、観光に
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おいては「安近短」の傾向が顕著になった（図 1.2）が、

関西・中部の両大都市圏から90分という地の利を生か

して、日帰り観光中心の長浜観光は堅調な伸びをキープ

することができたのである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2 景気動向と宿泊観光旅行の宿泊数の推移 

（出典）1981～2002年の経済成長率（名目GDP増加率）は国民

経済計算年報平成16年版CD-ROM,国民１人あたり宿泊観光旅行

宿泊数は国土交通省遍：観光白書平成16年版，p4,による。 

 

２．“愛・地球博”の影響で日帰り客が減少 

 

 関西・中部の両大都市圏に近いということは、その影

響を受けやすいということでもある。2005年は長浜観光

にとって厳しい年であった。“愛・地球博”の影響で日

帰り観光入込み客が前年に比べ12％減少（57万人減少）

したからである（図2.1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 長浜市年間入込み客数の推移 

 

 長浜は関西圏と中部圏の境界線上に位置しているため、

もともと中部の影響を受けやすい構造を持っている。

“愛・地球博”の半年間の公式入場者数は22百万人で、

半年で東京ディズニーリゾートの年間入場者数を集めた

ことになる。いわば愛知県に東京ディズニーリゾート２

個が同時に出現したようなインパクトを持っていたわけ

で、長浜の観光客が減少したのも当然であった。 

 2005年の観光客減少は一時的なもので何ら問題はない

が、2005年に行った観光調査結果については注意が必要

となる。例えば、“愛・地球博”の影響で中部以東の観

光客が減少し、観光客の出発地分布では関西が例年より

多く中部が例年より少なくなっている可能性等、“愛・

地球博”の影響が何らかの形で反映されるのは避けがた

いからである。 

 

３．鉄道が長浜観光で果たしている役割 

 

 長浜市観光振興課が平成17年度に行った調査3)をもと

に、鉄道が長浜観光で果たしている役割を概観する。観

光が季節毎に変動するのはよく知られているが、長浜観

光の場合は、冬季（１～３月）が他の季節とは異なった

特性を持っている（「盆梅展4)」の影響が非常に大き

い）。このため「長浜観光の代表的な姿」を示すにあた

っては冬季のデータを除いて集計した（比較のため冬季

の結果も示している）。 

(1) 観光客の出発地分布 

 長浜観光客の約半数が関西から、４割弱が中部からと

なっている（先述したように、愛・地球博の影響で例年

に比べ関西の割合が若干多く、逆に中部の割合が若干少

なくなっている可能性がある）。冬季には関西からの観

光客が全体の３分の２を占めるようになる。後でみるよ

うに中部からは自動車利用が多いため、関が原周辺で雪

が降りやすい冬季は長浜への観光が少なくなると考えら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 観光客の出発地分布（出典：参考文献３） 
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(2) 観光客の年齢分布 

 長浜観光客の年齢分布をみると、50代以上の中高年層

が50％以上を占めている。冬季になると中高年層の占め

る割合は70％に達している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2 長浜観光客の年齢構成（出典：参考文献３） 

 

(3) 交通手段分布 

 交通手段分布をみると、自動車50％、鉄度30％、バス

20％となっており、自動車・バスに比べ鉄道の割合は少

ない。冬季については鉄道の割合が44％に増加している

のが注目される（図 3.3）。先述の年齢層分布の結果を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3  長浜観光の交通手段分布（出典：参考文献３） 

考慮すると、交通手段分布は年齢層分布とリンクしてい

るといえそうである。 

■ 中高年齢層では鉄道利用が自動車利用を上回る 

 そこで長浜観光客を、10代・20代の若者層、30代・40

代の子育て層、50代以上の中高年層の３つに区分して交

通手段分布を調べたのが図 3.4である。若者層、子育て

層では自動車60％、鉄道30％、バス10％であるのに対し、

中高年層では鉄道40％、バス（ほとんど全て観光バス）

24％、自動車36％となっており、鉄道利用が自動車利用

を上回っている。また観光バス利用が全体の４分の１を

占めていることも注目される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4 年齢層別交通手段分布（出典：参考文献３） 

 

■ 中高年層の観光消費額は他の世代に比べ大きい 

 50代以上の中高年層が長浜観光客の半分以上を占め、

他の世代に比べ鉄道利用率の高いことがわかった。それ

ではこの中高年層はお金の使い方でも他の世代と異なっ

ているのか調べた結果を図 3.5 に示している。50代以

上の中高年層の平均消費額は日帰り5100円、宿泊25000

円で、他の年齢層に比べて大きいことがみてとれる。長

浜観光は、経済面では50代以上の中高年層によって支え

られているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.5 年齢層別観光消費額（出典：参考文献３） 
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■ 鉄道利用者の日帰り滞在時間は長い 

 交通手段別に日帰り平均滞在時間を調べると、鉄道が

一番長く、次いで自動車、観光バスの順となる。観光バ

スの滞在時間が短いのは、長浜の場合他の目的地に向か

う途中に寄るケースが多いからで、その場合の滞在時間

は１～２時間が通常である。自動車の場合もバスほど多

くはないが、途中立ち寄りのケースがある。このためど

うしても鉄道利用者の平均滞在時間は長くなり、平均値

を比較すると鉄道は自動車より１時間ほど長い（図3.6)。 

 滞在時間が長くなるほど、お金を消費する機会が増え

るはずである。そこで、日帰り滞在時間と消費額との関

係をみたのが図3.7である。滞在時間が２時間以内の

「ちょい寄り」は消費額が少ない傾向が見られるが、全

体的には、滞在時間と消費金額の間には相関はみられな

い。残念ながら、「鉄道利用は滞在時間長い⇒鉄道利用

者の消費額多い」という単純な関係は成立しないようで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.6交通手段別平均滞在時間(出典参考文献３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7 日帰り滞在時間と消費金額(出典参考文献３） 

 

４．長浜駅が観光に果たしている役割 

 

 長浜駅から黒壁スクエアまでは徒歩５分、冬季に盆梅

展が開かれる慶雲館へも徒歩５分で、長浜駅は観光には

非常にいいロケーションにある。駅と観光施設が至近距

離にあることが、長浜観光の一つの特徴となっており、

駅は観光施設への誘導機能を有している。北陸線の長浜

敦賀間直流化に伴い、長浜駅は2006年10月には橋上駅と

して生まれ変わる。これにより長浜駅から湖岸へのアク

セスは格段に向上し、今までは遠回りしなければならな

かった長浜城歴史博物館や長浜港も徒歩10分圏内となる。

この駅の誘導機能の向上を、諸施設への立ち寄り率の向

上にどう結びつけるかが問われている。 
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図 4.1 長浜駅周辺図 

 

結語 

 長浜観光客の50％以上を50代以上の中高年が占めてい

るが、中高年の観光消費額は大きく、観光経済面におけ

る中高年の寄与は大きい。中高年の40％は鉄道を利用し

ており、中高年の利用を通して鉄道の観光経済面への貢

献は大きなものがある。また長浜駅は観光施設への誘導

機能を有しており、2006年橋上駅化による誘導機能の向

上を具体的に諸施設への立ち寄り率向上にどう結びつけ

ていくかが課題となっている。この他にも、課題として

は宿泊観光客の増加策や広域観光との連携等があげられ

るが、これについては講演時にふれることとしたい。 
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